
【別紙様式２】 茨城県立緑岡高等学校 平 成 ２２ 年 度 自 己 評 価 表 Ｎｏ．１

目指す学 文武不岐の伝統精神のもと，高い知性とたくましい心を持つ生徒を育成し，一人一人の希望を実現するとともに，社会に貢献する人材を輩出すること
校像 により地域社会から支持・信頼される学校を目指す。

昨年度の成果と課題 重 点 項 目 重 点 目 標

【成果】 ・授業第一の教育活動と ①常に授業の質的向上に努め，授業第一主義を徹底する。
１）授業・学習の充実 「自ら学ぶ」学習習慣

・授業振替の徹底 の確立 ②予習・復習を励行させ，自学自習の習慣を確立するための支援を行う。
・公開授業の実施
・多岐に亘る課外授業の実施 ③苦手教科克服のための補習を行う一方で，生徒の個々に応じたきめ細かな指導を行う。

２）自学自習の支援
・放課後・土曜日等の学習室開放 ・進路面談の強化と進学 ④現役での国公立大学合格者100名，難関私立大学合格者30名，現役進学率70％を達成する。
・家庭学習記録の作成と点検 実績の向上

３）進路指導 ⑤キャリア教育を継続的に実施し，「学ぶ目的」を意識した教育課程の編成に努める。
・現役国公立合格者79名
・現役進学率59％ ⑥各生徒の情報を共有し，教員が互いに協調して学習・進路指導に当たる。

４）生徒指導
・服装指導等の規律遵守の徹底
・自転車の安全運転指導の実施

５）特別活動 ・規律遵守の意識醸成 ⑦教職員の共通理解により規律ある学校生活・環境を確立する。
・部活動参加率の維持
・学校行事の生徒主体での実施 ⑧「礼儀，校則，公共心」等を尊重する生徒の育成を図る。
・生徒会活動の活性化

６）事務 ・特別活動や学校行事へ ⑨生徒会活動，学校行事，部活動などへの積極的な参加を促し自己管理能力を高める。
・予算の効果的執行と堅確な事務処理 の参加意識の高揚
・エコ活動の推進 ⑩全学年参加・６月実施の「緑高祭」の成功を支援する。

【課題】
１）授業・学習の充実 ⑪学校行事の内容や実施時期の検討を行う。

・授業時間の確保の推進
・学習時間の二極化 ・適正な事務事業の実行 ⑫予算の早期執行と適正な処理を行う。
・希望課外授業への積極参加

２）自学自習の支援 ・新規施策の企画と実現 ⑬茨城版サイエンス・ハイ・スクールにおける課題研究を充実する（理数科）。
・学習の習慣化と家庭学習時間の増加
・学習室利用者の増加 ⑭平成23年度の50周年記念行事計画の具体化を図る。

３）進路指導
・第一志望校合格率の向上 ⑮「一括募集・新コース」に関しての中学校への説明と理解を求める。
・面接相談指導の充実

４）生徒指導
・服装指導等の継続
・交通事故防止の啓発

５）特別活動
・自己管理能力の育成
・生徒会活動の質的向上

６）事務
・予算削減下での効果的執行

７）学校活性化
・一括募集のメリットの効果的活用


